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棚田学会通信

新型コロナウイルス感染症が流行してから約１年が経過した。感染の中心は人口が密な都市部であるが、人
口の比較的少ない地方部への影響も非常に大きくかつ幅広くなっており、棚田のある中山間地域も例外ではな
い。棚田学会編集委員会では、この一年で棚田地域が新型コロナ流行から受けた影響や現状、一方コロナ禍に
おいて交流等で工夫した点などについて棚田地域でオーナー制度など交流を実施されている関係のみなさまに
アンケート調査を実施した。ここに報告をする。�

（棚田学会編集委員会）
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棚田地域でのコロナ禍における
「くらし・農業・交流」に関する

アンケート調査結果の報告
棚田学会編集委員会　落合 基継（早稲田大学）

（１）アンケート調査の趣旨
棚田地域でも “ くらし・農業・交流 ” にコロナ禍

の影響が大きかったことが想定される。特に交流
については、都市住民を農村地域に招き入れると
いう人の移動を伴うことから、対応に苦慮したと
ころが多かったであろう。2021 年４月現在でも、
東京都や大阪府では緊急事態宣言が発令され未だ
終息が見えない状況で、今後の交流の場面でも、
引き続き新型コロナ感染症に注意する必要がある。
多くの棚田地区でコロナ禍での交流を可能な限り
安全・安心に実施するために、すでに様々な工夫
をした棚田地域での経験は他の地域への参考にな
るであろう。

（２）アンケート調査の対象
全国の棚田地域のうち 14地区を対象とした。交

流の度合いの違いによるコロナ禍の影響を把握する
ことを考慮し、「棚田保全の歩み～文化的景観と棚
田オーナー制度～」にて示されているオーナー制度
の類型のうち、「農業体験・交流型」から６地区、「作
業参加・交流型」から７地区、「就農・交流型」か
ら１地区を調査対象とした。「農業体験・交流型」
は来訪回数が年間３回未満で田植えと稲刈りの２回
さらにそれに草刈りが１回加わる、というオーナー
制度のなかでも最も一般的な類型、「作業参加・交
流型」は来訪回数が年間４～９回の農業体験型より
来訪回数や作業が増え、田起・田植・数回の草刈り・
稲刈・脱穀などの作業やイベントの参加といった類
型、「就農・交流型」は来訪回数が年間 10 回以上
と最も進化した類型といえ、田づくり・田植・数回
の草刈り・稲刈・脱穀の作業を実施し、水管理以外
のほとんどの作業を行うものである。

（３）アンケート調査の内容
調査内容は、「普段のくらし」、「棚田地域での農

業」、「交流や観光」と大きく３つの区分を設定した。
「普段のくらし」では集落の会合・共同作業・祭り・
買い物・通院・介護・子供たちの生活の状況につい
て、「棚田地域での農業」では農作業・直売所・イ
ンターネットでの販売の状況について、「交流や観
光」では、オーナー制度・農作業体験・農家民宿に
ついて 2020 年度の状況および 2021 年度の予定に

ついて設問を設定し、最後に自由回答としてコロナ
禍で苦労した点などを記述いただき、その他関連の
資料や写真を送付いただいた。

（４）アンケート調査の実施時期
2021 年３月初旬に郵送し、３月末に返送してい
ただいた。

１．アンケート調査の結果
（１）「普段のくらし」について
「普段のくらし」として、集落での会合開催、水
路清掃や草刈りなどの共同作業、お祭りなどの行事
の実施、買い物、通院、介護、子どもたちの生活に
ついて質問した。棚田での作業や交流ではないが、
それぞれの地域のベースである普段の生活への新型
コロナの影響について確認した。

１）集落での会合の実施状況
14 地区中 11 地区で影響があり、多くの地区で
会合への影響があった。「公民館が閉鎖されたため、
地区の会合などがすべて中止になった」、「防災会、
保存会の中止」、「個々の家を回って毎月実施の定例
会は半年休止した」など中止になった地区や、「会
合が減った」、「総会、定例会を縮小した」など回数
の削減、規模の縮小という影響があった。また「総
会は書面決議」、「メール、LINE、zoomの併用」な
ど書面決議やオンラインの活用といった工夫もなさ
れていた。一方、影響がなかった地域も２地区あっ
た。

２）集落での共同作業
14 地区のうち４地区で影響があった。「ボラン
ティアによる清掃ができなかった」、「諸作業の作業
員不足」、「保存会としての草刈りの共同作業はすべ
て生産者が個人として行うか、後回しになった」な
ど、集落の共同作業にも外部の力を期待していた地
域では、外の人が入ってこられず、地元の負担が増
した場合もあった。一方「外作業で離れての作業で
あったので実施した」など、多くの地区ではコロナ
の影響はなかった。

３）祭りの実施
14 地区のうち 13 地区とほとんどの地区で影響
があった。「行事自体を中止した」、「神事のみ実施で、
御輿渡御や盆踊りは中止」、「神事だけ実施で、屋台
は中止」、「神事のみを列席者を絞って実施し、盆の
納涼祭は中止」、「火まつりを観客なしで地元で実
施」、「一昨年は台風で、去年はコロナで中止」、「秋
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祭りの神楽は中止」、「祭事は実施し、会食を中止」
など、行事自体を中止した場合もあるが、多くは神
事のみは実施し、その他は中止、という対応であっ
た。また「葬式の方法が変わった。家族葬が多くな
り、来客で行うことがなくなった」、

４）買い物
「多くで変化があった」が１地区、「一部だが変化
があった」が１地区、５地区は「一時的に変化はあっ
たが今は戻った」、と半数の地区で変化があり、具
体的には「遠方への買い物が減った」、「回数が少な
くなった」などの変化があった。なお現在 12地区
は以前どおりとのことで、多くのところで元の状態
に戻っている。

５）通院
３地区で「変化があった」、２地区で「一部変化
があった」、２地区で「一時的に変化があったが今
は戻っている」とし、半数の７地区で変化があった。
具体的には「病院へ行く回数が減少」、「病院から給
薬のみの場合もあり（電話での症状確認と薬宅配）」、
「面会ができない」などであった。約 1/3 の地区が
現在も変化が続いている。

６）介護
「変化があった」としたのは９地区であり、「見舞
いが禁止・制限された」、「デイサービスが中止になっ
た・回数が減った」など、高齢者介護施設での面会
制限や、デイサービスへの影響が見られた。農村地
域は人口が少なく密な状態が少ない一方で、高齢
者の割合が高く、また高齢者と同居する家も多いこ
とから、介護の面での課題も多かったことが推察さ
れる。

７）子どもたちの生活
「変化なし」、「一次的に変化はあったが元に戻っ
ている」が 11地区と、現在はほぼ以前どおりに戻っ
ている。変化としては、「一時休校になった」、「修
学旅行が中止になった」、「学校が休校中に塾が朝か
らあり利用者が増えた」などがあった。また多くの
地域で、そもそも子どもがいない、との回答も複数
あった。

８）棚田地域の “くらし ”への影響
“ くらし ” の中で大きく影響を受けたのが、会合、
祭りの人が集まるイベント部分、介護であり、いず
れも人と人との密が発生する可能性の高いものであ
る。一方影響が小さかったのは、共同作業、祭りの

神事部分であり、こちらは密が発生する可能性が低
い、あるいは人の参加が少なくすむものである。一
時影響があったが今は戻っているものとしては買い
物があげられた。新型コロナ流行のはじめの時期は、
コロナのことがまだわかっていないことが多かった
時期であり、ある程度状況がわかってきた時点で
買い物については注意して行動すれば問題ない、
と理解できたものといえる。おおよその生活はで
きている一方で、人と人とのコミュニケーション
が必要なことが控えられており、特に代替手段が
ない介護については困難を強いられているようで
ある。

（２）「棚田地域での農業」について
１）農作業
「変化なし」が 11 地区であり、ほとんどの地区
で農作業自体には影響がなかった。一方、「オーナー
制度や農作業体験が中止となり、農地の保全や耕作
ができないところが発生している」、「他の地域から
の農作業への参加がまったくなくなった」など、農
地の管理に外部の力を必要とする地区では大きな影
響が出ていた。

２）直売所
半数の７地区で直売所等を運営しているが、その
すべてで影響があった。「客足の減少」、「６月まで
休館していた」、「バス観光が少なくなり観光客が
減った」など客が減ったり、そのことで直売所を閉
めたりといった影響があった。また、「野菜の直売
所の売り上げは増えたが、旅館やホテルなどの大口
出荷が減った」、「地域の農産加工品の販売の変化
はないが、地元のレストラン、結婚式場は来客が大
幅に減少している」など、個人客への影響は少ない
ものの、大口客やレストランなどで大きな影響が
あった。

白米千枚田（石川県輪島市）
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３）インターネットでの販売
インターネットでの販売は 11地区では実施して

おらず、実施している３地区でも変化はなく、影響
はなかった。

４）棚田地域の “農業 ”への影響について
農作業自体は屋外での活動であり、ソーシャル

ディスタンスが確保できることからほぼ影響はな
かったといえる。ただ、農作業に外部の力を必要と
する地域では、地域に頻繁に外部の人が入って来ら
れないという問題があった。直売所では、地域内の
客はあまり変わらず、一方地域外からの客が減少し、
また地域外の客を対象とする宿泊施設やレストラン
への出荷が減っていた。インターネットでの販売は
コロナ禍ではまったく影響を受けていない。

（３）「交流や農業」について
１）2020 年度のオーナー制度の実施状況
「例年通り実施」が２地区、「一部例年と異なる形
で実施」が 11 地区、「中止」が１地区であり、コ
ロナ禍でも多くの地区で工夫しながら実施していた
ことがわかった。ただ同時に多くの地区で実施方法
を変更せざるを得ず、コロナ禍の影響が大きかった
こともうかがえた。以下ではオーナー制度の類型別
で見る。
①「農業体験・交流型」
「例年通り実施」が２地区、「一部異なる形で実施」
が４地区であった。この類型は田植え、稲刈りとも
う一回程度とオーナー参加が他類型と比べると交流
回数が少ないタイプであることから、例年通り実施
できた地区もあった。一方、例年から実施方法を変
更した地域も多かった。変更点に関するコメントは
以下のとおりである。
・受付時の検温、屋外での昼食など、密にならない
よう注意して実施した。

・１～２月のオーナー募集は例年どおり実施、田植
え祭り中止（５月）、収穫ではマイ田圃稲刈り作
業のみ（３日間、一日当たり 30名を上限として
三密回避などの感染防止対策（消毒、マスク））
実施し、収穫祭（９月）は中止、旧小学校（集合
場所）から棚田までの 3kmの送迎取りやめ

・田植え祭りは中止、畦塗り、刈草片付け、畦切り
作業の参加募集をせず、地元ボランティア等で作
業を実施。

・収穫祭では、送迎・開会式・弁当の提供をしない
など感染対策を万全に講じて実施。参加者には健
康チェックシートの提出を求めた。

・収穫祭に参加するオーナーが少なく、欠席区画は

地元で収穫を行った。
・コロナ禍で営業自粛の町内事業者を支援するため
に、棚田作業に有償で参加してもらった。
・オーナー会費は徴収したがすべて中止した。
・県外オーナーの参加は中止し、県内オーナーのみ
の参加とした。
②「作業参加・交流型」
７地区すべてで「一部異なる形で実施」であった。

「農業体験・交流型」に比べて設定していた交流回
数が多く、コロナ禍の影響をより受けやすかったと
いえる。変更点に関するコメントは以下のとおりで
ある。
・オーナー参加を田植えまで中止し、それ以降は実
施した
・田植え、６月の草刈りまでは地元の保存会で実施
し、７月からオーナー復帰
・感染状況を見ながらの交流となり、年間９回のと
ころ２回しかできなかった。
・田植え、草取り、稲刈り、脱穀の作業すべてで人
数制限した
・全員が集まる田植えは中止にし、地元で行った。
草刈り、稲刈りは通常どおり行った。収穫祭も
10月であったので通常通り実施した。
・オーナーの参加作業は、例年は６回あるところ、
今年は稲刈りのみとした。稲刈りは３日間にわけ
て実施した。
・田植え、稲刈りは地元が実施した。代金は今まで
通り。皆さんと交流ができずさみしかった。
③「就農・交流型」
就農・交流型の１地区では「中止」した。オーナー
との交流が最も密な本類型では、交流が密なだけに
コロナ禍の影響をより大きく受けやすかったとい
える。中止したことによる影響として以下をあげて
いる。
・オーナー制対象の農地の保全や水稲の栽培が、地
元だけでは十分対応できない状況である。
交流が密であることから、オーナーの作業が地区
にとって必要不可欠な戦力となっており、中止した
ことでその影響が大きくなったといえる。
◆ 2020 年オーナー制度全体の傾向
2020 年のオーナー制度には、コロナ禍による影
響として以下のような特徴があった。
・コロナ禍では当初予定からの実施方法の変更を余
儀なくされた場合も多く見られたが、それでも多
くの地域で工夫をしながらオーナー制度を実施し
ていた。
・例年、地域外の人が多く来訪するなど交流が密な
地域ほど影響がより大きい傾向にあった。特に、
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オーナーを貴重な戦力としている「就農・交流
型」では中止せざるを得ない状況に追い込まれ
ていた。
・最初の緊急事態宣言発令が都市部では2020年４
月初旬から５月下旬までであったことから、この
時期に多く実施されている田植え作業へのオー
ナーの参加はほとんどの地区で中止され、地元農
家が作業をした。その後は、「作業参加・交流型」
では７月から受け入れを再開するところもあれば、
稲刈りのみでの受け入れなど対応は様々であった。
・受け入れる場合でも、県外からは受け入れず県内
のみや、作業日数を増やすことで一日の受け入れ
人数を制限して実施、密が発生しやすい送迎や収
穫祭は中止、などのコロナ禍における対応が見ら
れた。

２）2021 年度のオーナー制度の実施予定
８地区が「コロナ前と同様の形で実施」の予定、
５地区が「コロナ前とは一部異なる形で実施」の予
定、１地区が「中止」の予定、としている。約半数
が元通りでの実施であり、「農業体験・交流型」が
４地区、「作業参加・交流型」も４地区であり類型
に差はない。一方半数弱が引き続きコロナ対応の形
での実施としている。中止としたのは「就農・交流
型」の地区であり、交流が密であるだけに影響が大
きいといえる。
「一部異なる形で実施」については、以下の変更
を予定している。
・直近の感染状況を踏まえて、感染対策を講じた上
で実施。送迎なし、開会式なし、飲食提供なし、
健康チェックシート提出など。
・オーナー募集時期の変更（１月→２～３月）、イ
ベントはやめ、農作業体験（田植え、稲刈り）の
み、作業日を３日間とし、１日30人を上限とする、
３密回避など感染予防対策を徹底して実施の予定
・2020 年度の実績を参考に、対策を十分講じて実
施の予定
・３月の説明会は中止した。あとは通常通り実施の
予定
・オーナーの参加を午前と午後に分ける、例年１日
の作業を３日間に分けて実施
◆ 2021 年オーナー制度全体の予定
ほとんどの地区で新型コロナに配慮した対策、す
なわち密にならないような配慮をした方法での実施
を予定していることについては、2020 年の経験を
活かしているといえる。すなわち、密になってしま
うような活動（送迎、開会式、飲食の場など）は中
止し、屋外での活動（農作業など）もソーシャルディ

スタンスを保てるよう人数制限や余裕を持ったスケ
ジュールの設定など予定している。
本アンケートは 2021 年３月に実施した。2021
年１月から発令されていた緊急事態宣言が解除され
たのが岐阜・愛知・大阪・京都・兵庫では２月７日、
埼玉・千葉・東京・神奈川では３月 21 日であり、
アンケート回答期間が全国での新規感染者数が減少
していた時期であったことから、多くの地域で
2021 年のオーナー制度は実施可能とされていた
が、その後再び緊急事態宣言が４月 25日から東京、
京都、大阪、兵庫で、５月に入り愛知、福岡、北海
道、広島、岡山、沖縄が追加され６月 20日まで延
長されている。したがって、今回のアンケートで
2021 年はコロナ前と同様で実施と回答した８地区
の中にも実施方法の変更を強いられた地区があった
かもしれない。

３）農作業体験の受け入れ状況
2020 年度の農作業体験の受け入れ実績として
は、１地区で「通常どおり実施」、８地区で「一部
例年と異なる形で実施」、４地区で「中止」した。
１地区は以前より農作業体験での受け入れはしてい
なかった。オーナー制での中止は１地区であったが、
農作業体験の受け入れでは中止をした地区が多く
なっている。
通常通り実施したところでの対応としては「６月
の中学生の農作業体験は少人数で屋外での活動なの
で実施した」というものであった。
一部例年と異なる形で実施したところでの実施方
法は以下のとおりである。
・受付時の検温、屋外での昼食など、密にならない
よう注意して実施した。
・春の田植えの時期に学校が休校だったので、ス
タッフで田植えした。その後は、高校は通常どお
り実施。小学校の田植え・稲刈りは通常は全校生
徒参加だが、今年は５年生のみで実施。大学の場

石部棚田（静岡県松崎町）
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合は、田植えの授業を集落を巡るフィールドワー
クに変更し、地域の歴史や文化・風習を伝えら
れた。
・春の田植えは地元のメンバーで実施。秋の収穫は
大学の学生ボランティア（40 名）活動で実施。
都会の人で構成する棚田の守る会の活動は中止。
・９月から受け入れた。
・農作業体験は希望者のみとし、人数を減らした。
　中止としたところでの対応としては「実行委員会
スタッフでの対応とし、一般募集はせず、イベン
トは中止した。」というものであった。
また、2021 年度の農作業体験の受け入れ予定と
しては、７地区で「コロナ前と同様の形で実施」、
４地区が「コロナ前と一部異なる形で実施」、１地
区で「中止」としている。2020 年と比べて多くの
地区が実施の方向で予定をしている。

４）農家民宿等の観光の状況
2020 年に農家民宿等について実施しているのは
５地区であり、うち２地区は「例年通り実施」、３
地区は「中止」した。
例年通り実施のところでは、
・９月から実施
・１日１組の利用であり制限はしなかった。来客は
減少した。
また、2021 年に農家民宿等の観光を予定してい
る５地区のうち、４地区では「コロナ前と同様の形
での実施」としており、１地区が「コロナ前と一部
異なる形での実施」としている。異なる形としては
「インバウンド受け入れメインのため、インバウン
ド需要が戻らない場合は、旅行者主催の田舎体験や
サイクリング客受け入れの予定」というものである。

（４）自由記述
自由記述欄には、各地でオーナー制度によって都

市住民を受け入れているスタッフからの、コロナ対
応への苦労や、一方でコロナ禍でも絶やさないとい
う思いをあらわす記載があふれていた。オーナーが
訪問できず地元農家の負担が増えたこと、コロナ禍
で新しい年のオーナーの応募があるか心配している
ことなどがある一方で、2020 年の経験を活かして
2021 年のオーナー制度を実施したい思いや、
2020 年に通常との異なる形で実施したことで、こ
れまでとは違うプランを新しく設定することができ
た、など新たな展開へ進む内容も見られた。　
以下、自由記述欄への記載内容を紹介したい。
・コロナ禍で都市部のオーナーと農業体験を通じた
交流が図られず寂しい年となった。また来町が少
ないことによって作業にかかる地元の負担が多
かった。地元では高齢化や後継者、担い手不足と
いう課題があるが、棚田地域振興法の指定を受け
たことから、棚田を将来にわたって保全活用でき
る仕組みを考えたい。
・県外からの棚田オーナー受け入れが困難になり、
地元の有志にて田植えを行うこととなったが、逆
に作業効率がよく早めに作業が終了した。2020
年はその結果を踏まえて、棚田オーナーを３つの
プランに分けて、オーナーが担当の田んぼを持つ
プランは料金をアップ、その他のプランはその月
に都合をよいエリアを皆で農作業体験することに
変更した。
・�コロナ禍で高校、大学の田植えはできなかったが、
稲刈り以降は自粛の制限された暗い世の中で、
久々に広い田んぼでのびのびと作業する姿を見て
先生も喜んでいた。棚田ボランティア活動は春は
県外からの参加者はご遠慮いただいたが予定どお
りすべての作業をおこなった。県内ですべての作
業をおこなったのは当地区だけで、他の棚田では
中止されていた。
・田植えから稲刈りまで大学のボランティアの参加
人数が少なくイベント等は大変苦労した。夏休み
中の生き物調査、正月前のお飾り作りは人数制限
に、そば打ちは中止に。あぜ道アートは規模を縮
小して実施した。
・オーナー募集については毎年１月に県庁所在地の
都市で募集説明会を実施していたが、2021 年は
新型コロナの第三波が来て実施できず、３月より
急遽募集活動を開始した。遅れているため集まる
かが心配。昨年はコロナのことがまったくわから
ず田植祭を中止したが、秋の稲刈りではマイ田圃
での稲刈り体験に絞って実施し、３日間で 60名
の参加があった。昨年の経験より作業体験に絞っ
てやればなんとかできるノウハウが分かったこと

仰木の棚田（滋賀県大津市）
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から、2021 年はその計画で募集している。現在
リピーターを中心に昨年の半数のオーナーを確保
できる見通したがたち、なんとか昨年実績に近づ
けるよう取り組んでいく。
・オーナー活動は停止させると後退につながると思
い、地元とオーナーが一体となって 2020 年は完
遂できた。今後も地元とオーナーの協力を推進し
ていきたい。
・当地域ではコロナ感染者がいないこともあり生活
に大きな変化はないように思う。しかし、オーナー
制の作業時など、ソーシャルディスタンス等の感
染対策について今までと違う接し方にとまどいが
あった。
・当地区の棚田は観光としての要素も多く、コロナ
で観光客が激減している。しかし 2021 年のオー
ナーの申し込みは多く、すぐ定員になったことは
ありがたいと感じている。
・棚田の耕作や保全については、新型コロナで、都
会へ出ている子どもや孫が帰省できず、田植え、
稲刈りの労力がなくなり、水稲栽培ができず保全
するのが大変だった。耕作放棄地が増加する傾向
が強くなった。

２．おわりに
今回のアンケート調査によって、棚田地域でのく
らし・農業・交流について、2020 年の苦労や工夫、
2021 年の新たな方向性について知ることができ
た。全国で棚田保全の活動に関わる皆様に参考とな
れば幸いである。災害とも言えるコロナ禍での棚田
保全における苦労や工夫に関する経験は、棚田での
都市農村交流活動の仲間によるネットワークで共有
し、新たな時代の交流のあり方について議論する場
も必要ではないか。

謝辞
　アンケート調査では以下のみなさまにご回答いただきまし
た。お忙しいところご回答いただきましてありがとうござい
ました。（五十音順）
　石部棚田振興協議会（静岡県松崎町）
　稲倉の棚田保全委員会（長野県上田市）
　いにぴちゅ会�（前井仁棚田地域活性化協議会、広島県安芸

太田町）
　入郷棚田保全協議会（栃木県茂木町）
　NPO法人明日香の未来を創る会（奈良県明日香村）
　NPO法人大山千枚田保存会（千葉県鴨川市）
　NPO法人せんがまち棚田倶楽部（静岡県菊川市）
　仰木自然文化庭園構想八王寺組（滋賀県大津市）
　大中尾棚田保全組合（長崎県長崎市）
　樫谷棚田保存会（愛媛県大洲市）
　川代集落（千葉県鴨川市）
　毛原自治会（京都府福知山市）
　坂元棚田オーナー部会（宮崎県日南市）
　白米千枚田愛耕会（石川県輪島市）

文献紹介

「奥八女矢部峡谷の棚田考」を読んで
棚田学会会長　山路 永司

本書の対象とする旧矢部村は市町村合併で八女市
の一部となったが、合併前の自治体名で言うと、矢
部村の北には星野村、さらに浮羽町と、著名な棚田
の立地する町村が続いている。矢部村は八女市のほ
ぼ中央を東から西に流れる矢部川の最上流部に位置
し山林が主で、まとまった棚田は存在せず、小さな
谷（支流）ごとに小さな集落と棚田が立地している。
本書の名称に「矢部村」ではなく、敢えて「奥八女」
「矢部峡谷」を用いているのは、この地区の立地条
件をより明確に表現したいという意図からである。
著者牛島頼三郎氏は、この地での中学校勤務を機
に、矢部村に伝承されてきた民俗芸能「浮

ふ

立
りゅう

」を知
り、これを柱にした教育実践をおこなった。しかし、
この浮立が生まれた起源の解明はできないまま転勤
となり、その後定年退職を迎えた。そこで、心残り
を解消すべく、浮立文化とその背景にある棚田の調
査・研究に取り組んだ成果が、本書にまとめられた。
本書の視点は、単に棚田を記述するのではなく、
棚田を作り守ってきた人々や文化、ひいては歴史が
どのようであったか、に立っており、４章構成とし
ている。
第１章「古代の森に生きた矢部の祖先」では、矢
部町の始まりの歴史を紐解こうとしている。歴史の
始まりとして縄文時代の遺跡・遺物は殆ど出土され
ていないため、隣接自治体の歴史に基づき、当地で
の歴史を推測している。一方、神話時代の伝説が残
されている八女津媛神社について、その来歴が詳説
されている。本神社は、いまトラベル情報では人気
のパワースポットとなっている。
第２章「南北朝争乱と矢部」では、この地を治め
た南朝の懐良親王、それを継いだ良成親王、それを
支えた五条頼元の領有を述べている。それを可能に
した要因として金烏の御旗や修験者の峰入りコース
等も紹介している。
第３章「矢部峡谷の棚田−棚田の分布とその概
要−」は本書の７割強の紙数を割いて９地区の棚田
を精査した結果を述べている。
矢部村の農地面積は、1980 年の字図によると田
205ヘクタール、畑224ヘクタールであった。畑は、
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は、小中学生により毎年 11月の矢部まつりに披露
しています。八女津媛神社の氏子による本来の浮立
は５年に１回奉納公開されています。」
以上の通り、本書は矢部峡谷の棚田を軸にしなが
ら、歴史や文化を総合的に語った書である。高齢化、
過疎化、耕作放棄は他地区と同様、深刻さを増して
おり、浮立という伝統行事の存続も含め、課題は大
きい。本書によってこの状況を共有することで、保
全へのきっかけとなることを期待したい。
（2020 年、 梓 書院、246 ペ ー ジ、ISBN978-4-
87035-679-5）

事務局ニュース
■ 2021 年棚田学会大会のお知らせ
◇日時：2021 年 8月 21日（土）
◇総会及び石井進記念棚田学会賞授賞式
　（10:30 ～ 12:00） Zoomによるオンライン方式
◇大会シンポジウム
　（13:30 ～ 17:00） Zoomによるオンライン方式
テーマ：
　リスク共生時代における棚田地域の未来を考える
〇参加費：無料（事前申込みが必要）会員・非会員共
〇講演者及び報告者
　基調講演
　・内川義行氏（信州大学学術研究院農学系）
　事例報告
　①石田三示氏（NPO大山千枚田保存会理事長）
　②鈴木一記氏（久留女木竜宮小僧の会事務局）
　③上野裕治氏
� （公財 阿蘇グリーンストック研究員）
　後援 農林水産省　協賛 （公財）SOMPO環境財団

■ SOMPO環境財団からの棚田学会の皆様へ
　市民の為の環境公開講座 2021（オンライン講座）
を開催します。市民の皆様と共に環境問題を理解し、
それぞれの立場で具体的に行動することを目指し
ます。
https://www.sompo-ef.org/course/course.html
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普通畑、茶畑、樹園地であるが、この水田（殆どが
棚田）は、およそ 70箇所に分散している。これを
９地区に分けて、順次説明を加えており、そのいく
つかを以降に紹介する。
その１：田出尾川流域の棚田では、点在するおよ

そ 20箇所の棚田について、耕作中、放棄、転用を
確認し、一つ一つの棚田の開発の歴史、現在の耕作
者を調べている。とくに放棄されてしまった「百枚
田」については、耕作応援していた人の話を聞き、
現地に行った先で、より詳しい話を聞き、また現地
に入り、石垣だけが残り杉林となった棚田を確認し
ている。
その３：女鹿野の棚田では、造成の歴史的過程を

調べている。上部は急傾斜で石積みの棚田が最初に
作られ、中間部の緩傾斜の棚田は主に土坡、そして
下部は再び急傾斜となり殆ど土坡である。この下位
部は、畑利用していたものを耕作者の家族がすべて
人力で、長年かけて水田化したと聞き取っている。
そして１枚の田んぼには毎年お正月に松飾りをして
おり、先祖への感謝であろうか、と述べている。
その５：竹原の棚田では、元々開かれていた棚田

が明治期の金山の発見によって一部が鉱山の社宅と
なり、1972 年の金山閉山後に再び棚田が復活した
という特徴的な経過を辿っている。
その９：鍋平の棚田は、住民の共同作業で造成さ

れたもので、その経緯が詳しく記されている。すな
わち、1934 年に八女郡矢部村古田耕地整理組合を
設立、計画作成・予算編成（助成金、借入金、出資
金）、そして造成工事をおこなっている。加えて、
溜池の築造、承水溝、導水路、道路工事もおこなわ
れている。
いずれの地区も、著者が地形図、航空写真、古文

書で下調べをした上で、現地で耕作者等に聞き、歩
いて調査をしたものであり、４年間のフィールド
ワークの成果と言える。
そして第４章「矢部峡谷の棚田稲作と農耕儀礼」

で「浮立」が語られる。これについても詳細に述べ
られているが、ここでは八女市のホームページの簡
潔な記載にとどめておきたい。
「平安朝末頃 600 年～ 700 年前から浮立奉納が
始まりました。八女津媛神社の浮立は、神社に五穀
豊穣や無病息災を祈願し、その御願成就に奉納する
行事です。浮立は、県内でも最大規模の祭りで、筑
後地方に伝わる風流の集大成された形と考えられて
います。祭りは、七戸の神課（神家）によって代表
され、編成は、笛方、真法師、太鼓打、小太鼓打、
鉦打、むらし、猿面、御幣持などの外、思い思いに
仮装した老若男女が囃子方に多数参加します。現在
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